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一般質問一般質問一般質問市政を問う市政を問う

市
内
の
球
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
競

技
場
な
ど
の
使
用
状
況
や
そ
の
使

用
料
金
は
。

サ
ッ
カ
ー
部
が
玉
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
週
2
、
3
回
程
度
、
陸
上
部
が

や
ま
び
こ
競
技
場
を
週
1
回
程
度
使
用

し
て
い
る
。
　

　
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
内
の
高

校
の
部
活
動
と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
使
用
料
を
半
額
減
免
し
て
い
る
。

今
後
の
部
活
動
の
練
習
場
所
等
の

た
め
の
代
替
え
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確

保
に
つ
い
て
、
市
の
協
力
体
制
は
。

市
の
社
会
体
育
施
設
使
用
に
つ
い

て
は
、
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
優
先
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
日
を

調
整
す
る
中
で
、
今
後
も
都
留
興
譲
館

高
校
の
部
活
動
等
に
使
用
で
き
る
よ
う

調
整
・
協
議
を
進
め
て
い
く
。

大
会
要
項
の
主
な
内
容
は
。

開
催
日
を
平
成
29
年
10
月
15
日
の

日
曜
日
と
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
道
の
駅
つ
る
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
そ

の
周
辺
道
路
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
地
点
と
し
た
。

　
競
技
種
目
は
、
10
㎞
、
3
㎞
で
あ
り
、

健
康
で
完
走
可
能
な
方
を
対
象
に
募
集

定
員
を
1
，0
0
0
名
と
し
、参
加
料
は
、

高
校
・
一
般
及
び
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

3
，
0
0
0
円
、
小
・
中
学
生
が
1
，

5
0
0
円
と
し
て
い
る
。

第
１
回
大
会
と
の
変
更
点
は
。

主
な
変
更
点
は
、
開
催
時
期
を
昨

年
よ
り
1
か
月
程
度
早
い
10
月
15

日
と
し
た
。
10
㎞
、
3
㎞
と
も
に
、
昨

年
車
両
の
渋
滞
が
発
生
し
た
リ
ニ
ア
見

学
セ
ン
タ
ー
へ
の
Ｔ
字
路
を
回
避
し
た

コ
ー
ス
に
見
直
し
、
本
大
会
が
２
回
目

で
あ
る
こ
と
及
び
近
隣
市
町
村
の
大
会

の
参
加
料
等
を
勘
案
す
る
中
で
、
参
加

料
を
高
校
・
一
般
及
び
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
昨
年
の
2
，
0
0
0
円
か
ら
3
，

0
0
0
円
に
、
小
・
中
学
生
が
1
，

0
0
0
円
か
ら
1
，
5
0
0
円
に
変
更

し
た
。

公
共
工
事
に
関
す
る
一
般
競
争
入

札
制
度
及
び
指
名
競
争
入
札
の
入

札
基
準
は
。

舗
装
工
事
を
除
く
予
定
工
事
価
格

2
千
万
円
以
上
の
工
事
を
一
般
競

争
入
札
と
し
、
そ
れ
以
外
の
工
事
を
指

名
競
争
入
札
と
し
て
い
る
。

　
一
般
競
争
入
札
は
、「
都
留
市
建
設
工

事
指
名
競
争
入
札
者
選
考
委
員
会
」
で

入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
入
札
を
実
施
し
て

い
る
。
指
名
競
争
入
札
は
、「
都
留
市
工

事
入
札
参
加
者
の
資
格
審
査
及
び
選
定

要
綱
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
11
項
目
の

指
名
基
準
を
考
慮
し
、
入
札
参
加
者
を

指
名
す
る
方
法
で
実
施
し
て
い
る
。

一
括
発
注
方
式
と
分
離
発
注
方
式

の
発
注
基
準
は
。
ま
た
、
今
年
度

の
一
括
発
注
と
分
離
発
注
の
状
況
は
。

概
ね
1
億
円
以
上
の
建
築
工
事
に

つ
い
て
、「
都
留
市
入
札
・
契
約
制

度
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
工
事
の

価
格
、
規
模
、
工
程
、
施
工
管
理
の
ほ
か
、

業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
等
も
考
慮
し
、

総
合
的
な
判
断
の
も
と
、
ど
ち
ら
の
発

注
方
式
に
す
る
か
決
定
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

該
当
す
る
工
事
は
1
件
で
あ
り
、
一
括

発
注
方
式
に
よ
る
発
注
と
な
っ
て
い
る
。

日向　美徳 議員 天野　利夫 議員

問

「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

進
捗
状
況
は
。

「
旧
雇
用
促
進
住
宅
下
谷
宿
舎
」
を

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

と
し
て
改
修
・
運
営
す
る
実
施
事
業
者

が
決
定
し
、
平
成
30
年
度
の
完
成
に
向

け
運
営
内
容
等
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
一
敷
地
内
に
整
備
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
の
機
能
を
有
す
る
「
地

域
交
流
拠
点
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

移
住
者
（
入
居
者
）
を
確
保
す
る

た
め
の
支
援
は
。

実
施
事
業
者
に
よ
る
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
保
す
る
た

め
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
認
証
制

度
」
を
設
け
る
予
定
で
、
こ
の
認
証
適

用
施
設
で
は
、
本
市
が
講
じ
る
移
住
者
・

入
居
者
確
保
策
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
し
、
移
住
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
中
で
、
本
市
と
実
施
事
業
者

と
が
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
・

入
居
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

移
住
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
関
し
て

の
支
援
は
あ
る
か
。

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
と
し
て
、
1
戸
に
つ
き
1
5
0
万

円
を
上
限
に
、
整
備
費
の
3
分
の
1
を

補
助
す
る
制
度
と
、
新
規
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

1
千
万
円
を
上
限
に
、
そ
の
設
置
費
の

3
分
の
2
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
、

実
施
事
業
者
は
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
は
、

単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集
要
項

に
お
い
て
、
土
地
及
び
建
物
の
賃
借
料

の
軽
減
、
国
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
整
備
事
業
補
助
金
に
上
乗
せ

す
る
市
補
助
金
の
創
設
、
固
定
資
産
税

の
負
担
の
軽
減
な
ど
に
つ
い
て
支
援
す

る
こ
と
と
し
、
現
在
、
庁
内
の
関
係
部

署
と
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。

田
原
地
区
に
居
住
環
境
を
整
備
す

る
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
実
施
事
業
者
と
本
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
整

備
範
囲
や
そ
れ
に
伴
う
工
事
費
は
。

本
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
を
公

募
に
よ
り
選
定
し
た
事
業
者
に
賃

貸
し
、
民
間
事
業
者
が
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
、
来
年
度
以
降
の
事

業
者
公
募
に
向
け
て
、
募
集
要
項
の
作

成
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
田
原
地
区
全
体
の
魅
力
向

上
に
努
め
る
中
で
、
実
施
事
業
者
と
本

市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
範
囲
や
そ
れ
に

伴
う
工
事
費
等
を
算
出
し
て
い
く
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業
の

推
進
に
向
け
、
本
市
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
環
境
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
い
る
の
か
。

庁
内
の
関
係
部
署
が
分
野
横
断
的

に
連
携
し
て
推
進
す
る
「
健
康
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
は
じ

め
と
す
る
「
居
住
環
境
整
備
」、「
地
域

連
携
・
生
涯
学
習
」、「
大
学
連
携
」、「
移

住
定
住
」
の
5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
り
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
高
住
運
営
事
業
者
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
連
携
強

化
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
、
医
療
、

介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
日
常

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
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質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
保
す
る
た

め
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
認
証
制

度
」
を
設
け
る
予
定
で
、
こ
の
認
証
適

用
施
設
で
は
、
本
市
が
講
じ
る
移
住
者
・

入
居
者
確
保
策
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
し
、
移
住
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
中
で
、
本
市
と
実
施
事
業
者

と
が
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
・

入
居
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

移
住
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
関
し
て

の
支
援
は
あ
る
か
。

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
と
し
て
、
1
戸
に
つ
き
1
5
0
万

円
を
上
限
に
、
整
備
費
の
3
分
の
1
を

補
助
す
る
制
度
と
、
新
規
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

1
千
万
円
を
上
限
に
、
そ
の
設
置
費
の

3
分
の
2
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
、

実
施
事
業
者
は
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
は
、

単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集
要
項

に
お
い
て
、
土
地
及
び
建
物
の
賃
借
料

の
軽
減
、
国
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
整
備
事
業
補
助
金
に
上
乗
せ

す
る
市
補
助
金
の
創
設
、
固
定
資
産
税

の
負
担
の
軽
減
な
ど
に
つ
い
て
支
援
す

る
こ
と
と
し
、
現
在
、
庁
内
の
関
係
部

署
と
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。

田
原
地
区
に
居
住
環
境
を
整
備
す

る
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
実
施
事
業
者
と
本
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
整

備
範
囲
や
そ
れ
に
伴
う
工
事
費
は
。

本
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
を
公

募
に
よ
り
選
定
し
た
事
業
者
に
賃

貸
し
、
民
間
事
業
者
が
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
、
来
年
度
以
降
の
事

業
者
公
募
に
向
け
て
、
募
集
要
項
の
作

成
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
田
原
地
区
全
体
の
魅
力
向

上
に
努
め
る
中
で
、
実
施
事
業
者
と
本

市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
範
囲
や
そ
れ
に

伴
う
工
事
費
等
を
算
出
し
て
い
く
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業
の

推
進
に
向
け
、
本
市
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
環
境
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
い
る
の
か
。

庁
内
の
関
係
部
署
が
分
野
横
断
的

に
連
携
し
て
推
進
す
る
「
健
康
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
は
じ

め
と
す
る
「
居
住
環
境
整
備
」、「
地
域

連
携
・
生
涯
学
習
」、「
大
学
連
携
」、「
移

住
定
住
」
の
5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
り
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
高
住
運
営
事
業
者
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
連
携
強

化
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
、
医
療
、

介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
日
常

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

答

問答 問答

問 問答

答
公
共
工
事
に
関
す
る

入
札
制
度
に
つ
い
て

第
２
回
リ
ニ
ア
と
翔
る

都
留
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

を
問
う

問答問問答問問 答

生涯活躍のまち・つる事業
を問う
生涯活躍のまち・つる事業
を問う

山梨県立都留興譲館高校の
野外部活動の現況は
山梨県立都留興譲館高校の
野外部活動の現況は

複合型居住プロジェクト予定地周辺

リニアと翔る都留ロードレース大会

答 答問答
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一般質問一般質問一般質問市政を問う市政を問う

小澤　眞 議員

現
在
の
状
況
は
。

本
市
と
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
株
）
で
は
、「
鍛
冶
屋
坂
水

路
橋
」
の
安
全
対
策
の
最
終
協
議
を
本
年

3
月
に
行
い
、
5
月
に
震
度
5
弱
以
上
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
相
互
の
役
割
等

を
定
め
た
「
地
震
発
生
直
後
に
お
け
る
発

電
所
設
備
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

し
た
。
今
後
は
こ
れ
を
も
と
に
、
協
力
・

連
携
体
制
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
昨
年
の
熊
本
地
震
で
、
九
州
電

力
の
黒
川
第
一
発
電
所
の
水
槽
の
損
壊
に

よ
り
住
宅
が
被
災
し
た
が
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
と
情
報
交
換

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
谷
村
発
電
所
」
の

水
槽
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
技
術
基
準
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
安
全
で
あ
る
と
い
う
報

告
を
受
け
て
い
る
。

災
害
時
の
各
課
の
連
携
は
。

大
規
模
な
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
時
、
ま
た
は
、
発
生
し
た
時
は
、

市
長
を
本
部
長
と
し
、
全
部
課
長
が
本
部

員
と
な
る
「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

各
課
が
必
要
と
す
る
連
携
を
取
っ
て
い

る
。

　
そ
の
他
、
大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
り

市
の
重
要
な
業
務
を
中
断
さ
せ
な
い
た
め

に
、
各
課
が
災
害
時
に
優
先
的
に
行
う
業

務
を
明
確
に
し
た
「
都
留
市
事
業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
各
課
が
連
携
し
て
対
応
を
行
う
こ

と
と
し
、
平
常
時
か
ら
市
全
体
の
業
務
遂

行
に
必
要
な
機
能
の
確
保
と
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
る
。

河
川
災
害
へ
の
対
応
は
。

台
風
等
が
発
生
し
た
場
合
の
河
川

及
び
水
路
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

大
雨
洪
水
情
報
や
台
風
接
近
情
報
等
を
警

戒
す
る
中
で
、
事
前
に
取
入
れ
口
の
止
水

を
行
う
と
と
も
に
、
排
水
門
を
開
い
て
対

応
を
し
て
い
る
。
農
業
用
水
路
は
、
自
治

会
に
よ
る
水
門
管
理
及
び
消
防
団
に
お
け

る
土
嚢
積
等
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
台
風
5
号
の
際
に
市
内
各
地
の

道
路
側
溝
か
ら
水
が
流
出
し
、
床
下
浸
水

等
が
発
生
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
土
嚢
を
配
布
し
て
お
く
等
の
対
応
を
と

り
、
災
害
の
予
防
に
努
め
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
の
取
り
組
み

は
。

ペ
ッ
ト
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

チ
ラ
シ
の
送
付
、
市
広
報
や
都
留
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
周
知
番
組
の
放
映
、
ま
た
、

総
合
防
災
訓
練
や
各
地
域
の
避
難
所
運
営

訓
練
で
も
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
時
の
飼

育
場
所
設
置
等
の
訓
練
を
実
施
し
、
避
難

所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法
に
つ
い

て
の
周
知
も
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
実
際
に
ペ
ッ
ト
を
同
行
す
る

な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
避
難

所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
対
策
の
強
化
に
努
め

る
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
際
の
市

民
の
避
難
行
動
は
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
が
発
令
さ
れ
た

際
の
避
難
行
動
は
、
屋
外
に
い
る
場

合
に
は
、
近
く
の
で
き
る
だ
け
頑
丈
な
建

物
に
避
難
を
す
る
こ
と
や
、
近
く
に
適
当

な
建
物
が
な
い
場
合
に
は
、
物
陰
に
身
を

隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ
頭
部
を
守
る
行
動

を
と
る
こ
と
、
ま
た
、
屋
内
に
い
る
場
合

に
は
、
で
き
る
限
り
窓
か
ら
離
れ
る
か
、

も
し
く
は
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動
す
る
等

の
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
。

答問

谷村発電所

東京電力との協議の進捗は東京電力との協議の進捗は

答問

答 問答 問

答問
防
災
に
つ
い
て
問
う

委員会の様子

委員会の様子

9月
定例会

　本委員会では、◎中山間地域総合整備事業の整備状況
と今後の予定について、◎高収益作物導入事業による果樹
等の栽培実証実験など今後の進め方について、◎高収益作
物導入事業の企画段階での調査と実施に向けての考え方
について、などの質疑があり、慎重に審査した結果、付託議
案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 ９月13日午前10時から
委員長：天野  利夫　　副委員長：小林  健太

社会厚生 常任委員会

　本委員会では、◎市内小中学校校舎等の非構造部材耐
震改修工事の実施計画について、◎保育所等整備費補助

金により整備予定の防犯カメラ等の施設整備について、な
どの質疑があり、慎重に審査した結果、付託議案の全てを
原案可決としました。
　次に、請願第1号については「採択」すべきものとしました。

９月13日午後1時30分から
委員長：奥秋　保　　副委員長：日向　美徳

委員会の様子

決　算 特別委員会
(決算審査)

　本委員会では、◎学力向上フォローアップ事業の事業概
要と成果について、◎財政調整基金の現在高と今後の使途
について、◎公共施設等の維持管理における今後の考えと
財源について、◎下水道への接続率の向上と未接続の方へ
の対応について、◎健康ポイント登録者の現状とその経費

について、◎産科分娩再開による病院事業収益の見通しに
ついて、などの質疑があり、慎重に審査した結果、委員会の
審査過程における意見、要望、指摘を、今後の予算編成及
び予算執行などに反映されるよう望み、付託された決算に
ついては、原案のとおり認定すべきものとしました。 

９月１４日・15日・19日　午前10時から
委員長：小林　歳男　　副委員長：藤本　明久

※議第45号　平成29年度都留市一般会計補正予算(第2号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

■審査した議案（付託議案）

・議第45号　平成29年度都留市一般会計補正予算
(第2号)

■審査した議案（付託議案）

・議題45号　平成29年度都留市一般会計補正予算
(第2号)

・議題46号　平成29年度都留市国民健康保険事業
特別会計補正予算(第1号)

・議題47号　平成29年度都留市介護保険事業特別
会計補正予算(第1号)

・議題48号　平成29年度都留市病院事業会計補正
予算(第1号)

・請願第1号　30人以下学級実現、義務教育費国庫負
担制度拡充を図るための請願

■審査した議案（付託議案）

・認題１号　平成28年度都留市各会計歳入歳出決算
認定の件

・認題２号　平成28年度都留市水道事業会計決算認
定の件

・認題３号　平成28年度都留市病院事業会計決算認
定の件
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用
水
路
は
、
自
治

会
に
よ
る
水
門
管
理
及
び
消
防
団
に
お
け

る
土
嚢
積
等
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
台
風
5
号
の
際
に
市
内
各
地
の

道
路
側
溝
か
ら
水
が
流
出
し
、
床
下
浸
水

等
が
発
生
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
土
嚢
を
配
布
し
て
お
く
等
の
対
応
を
と

り
、
災
害
の
予
防
に
努
め
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
の
取
り
組
み

は
。

ペ
ッ
ト
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

チ
ラ
シ
の
送
付
、
市
広
報
や
都
留
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
周
知
番
組
の
放
映
、
ま
た
、

総
合
防
災
訓
練
や
各
地
域
の
避
難
所
運
営

訓
練
で
も
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
時
の
飼

育
場
所
設
置
等
の
訓
練
を
実
施
し
、
避
難

所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法
に
つ
い

て
の
周
知
も
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
実
際
に
ペ
ッ
ト
を
同
行
す
る

な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
避
難

所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
対
策
の
強
化
に
努
め

る
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
際
の
市

民
の
避
難
行
動
は
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
が
発
令
さ
れ
た

際
の
避
難
行
動
は
、
屋
外
に
い
る
場

合
に
は
、
近
く
の
で
き
る
だ
け
頑
丈
な
建

物
に
避
難
を
す
る
こ
と
や
、
近
く
に
適
当

な
建
物
が
な
い
場
合
に
は
、
物
陰
に
身
を

隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ
頭
部
を
守
る
行
動

を
と
る
こ
と
、
ま
た
、
屋
内
に
い
る
場
合

に
は
、
で
き
る
限
り
窓
か
ら
離
れ
る
か
、

も
し
く
は
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動
す
る
等

の
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
。
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答問

答 問答 問

答問
防
災
に
つ
い
て
問
う

委員会の様子

委員会の様子

9月
定例会

　本委員会では、◎中山間地域総合整備事業の整備状況
と今後の予定について、◎高収益作物導入事業による果樹
等の栽培実証実験など今後の進め方について、◎高収益作
物導入事業の企画段階での調査と実施に向けての考え方
について、などの質疑があり、慎重に審査した結果、付託議
案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 ９月13日午前10時から
委員長：天野  利夫　　副委員長：小林  健太

社会厚生 常任委員会

　本委員会では、◎市内小中学校校舎等の非構造部材耐
震改修工事の実施計画について、◎保育所等整備費補助

金により整備予定の防犯カメラ等の施設整備について、な
どの質疑があり、慎重に審査した結果、付託議案の全てを
原案可決としました。
　次に、請願第1号については「採択」すべきものとしました。

９月13日午後1時30分から
委員長：奥秋　保　　副委員長：日向　美徳

委員会の様子

決　算 特別委員会
(決算審査)

　本委員会では、◎学力向上フォローアップ事業の事業概
要と成果について、◎財政調整基金の現在高と今後の使途
について、◎公共施設等の維持管理における今後の考えと
財源について、◎下水道への接続率の向上と未接続の方へ
の対応について、◎健康ポイント登録者の現状とその経費

について、◎産科分娩再開による病院事業収益の見通しに
ついて、などの質疑があり、慎重に審査した結果、委員会の
審査過程における意見、要望、指摘を、今後の予算編成及
び予算執行などに反映されるよう望み、付託された決算に
ついては、原案のとおり認定すべきものとしました。 

９月１４日・15日・19日　午前10時から
委員長：小林　歳男　　副委員長：藤本　明久

※議第45号　平成29年度都留市一般会計補正予算(第2号)は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

■審査した議案（付託議案）

・議第45号　平成29年度都留市一般会計補正予算
(第2号)

■審査した議案（付託議案）

・議題45号　平成29年度都留市一般会計補正予算
(第2号)

・議題46号　平成29年度都留市国民健康保険事業
特別会計補正予算(第1号)

・議題47号　平成29年度都留市介護保険事業特別
会計補正予算(第1号)

・議題48号　平成29年度都留市病院事業会計補正
予算(第1号)

・請願第1号　30人以下学級実現、義務教育費国庫負
担制度拡充を図るための請願

■審査した議案（付託議案）

・認題１号　平成28年度都留市各会計歳入歳出決算
認定の件

・認題２号　平成28年度都留市水道事業会計決算認
定の件

・認題３号　平成28年度都留市病院事業会計決算認
定の件



つる市議会だより　1617　つる市議会だより

〇文大を希望する地元の学生
もかなりいるが、郡内もしく
は県内の学生枠の状況は。
〇国際バカロレア教員資格を
持った学生を受け入れてくれ
る学校はどんなところか。
〇IB(国際バカロレア)の資格は
国家資格、公的資格、民間資格のどの区分になるのか。
〇大学の新しいキャンパスの具体的な方向性は。

（議員別賛否を含む）

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

　月定 例 会議 決 結 果9

各会議等における議員の欠席日数状況報告 （Ｈ29.7月～9月）
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 議第45号　平成29年度都留市一般会計補
正予算(第2号)  

議第48号　平成29年度都留市病院事業会
計補正予算(第1号)  

認第1号  平成28年度都留市各会計歳入歳
出決算認定の件   

認第2号  平成28年度都留市水道事業会計
決算認定の件   

請願第1号　30人以下学級実現、義務教育
費国庫負担制度拡充を図るための請願 

認第3号  平成28年度都留市病院事業会計
決算認定の件  

議員提出意見書案第1号　30人以下学級
実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図る
ための意見書 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

認定 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

議第46号　平成29年度都留市国民健康保
険事業特別会計補正予算(第1号)  

議第47号　平成29年度都留市介護保険事
業特別会計補正予算(第1号) 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

認定 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

認定 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　採択

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書
　2017年度の政府予算が3月末に成立しました。学級編制標準の引き下げについては、2011年の義務標準法改正に
より小学校1年生の学級編制標準の改正がはかられたものの、今年度も小学校2年生については加配措置のまま留まっ
ています。義務標準法改正条文の附則には、小学校の2年生から中学校3年生までの学級編制標準を順次改定する検
討と法制上を含めた措置を講ずることと、措置を講じる際の必要な安定した財源の確保も明記されています。今後、
35人以下学級の着実な実行が必要です。
　日本は、OECD諸国に比べて、1学級当たりの児童生徒数や教員1人当たりの児童生徒数が多い状況があります。一
人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うためには、ひとクラスの学級規模を引き下げる必要があります。文部科学省が実
施した「今後の学級編制及び教職員定数に関する国民からの意見募集」では、約6割が「小中高校の望ましい学級規
模」として、26人～30人を挙げています。このように、保護者も30人以下学級を望んでいることは明らかであります。
また、新しい学習指導要領等により、授業時数や指導内容が増加しているとともに、暴力行為や不登校、いじめ等、生
徒指導面の課題が深刻化し、障害のある児童生徒や日本語指導等、特別な支援を必要とする子どもも顕著に増えてい
ます。このような中で、地方が独自に実施する少人数学級は高く評価されています。
　義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下「三位一体改革」の中で国庫負担率が2分の1から3分の1に引き
下げられました。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われていますが、
地方自治体の財政を圧迫しています。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んで
いても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。
　よって、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政
を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要請します。　

記

　　1．少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、OECD諸国並みのゆたかな教育環境を整備するため30人
　　　以下学級とすること。
　　1．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国負担割合を2分
　　　の1に復元すること。
　　1．教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成29年9月22日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　小俣　　武
　　
　　提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣

議員提出意見書案第1号

　8月21日（月）に、都留文科
大学と都留市議会との連携の
一環として、意見交換会が行わ
れました。「教養学部の設置と
国際教育学科の現状につい
て」講演を受けた後の意見交
換会では、次のような多数の質
疑があり、大学教授と市議会
議員の間で活発な議論が交わ
されました。

都留文科大学・市議会意見交換会議事概要都留文科大学・市議会意見交換会議事概要平成２9年度
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次期定例会及び
請願提出について
12月定例会日程（予定）
●開　　会 
11月30日（木）
●一般質問 
12月11日（月）、12日（火）
●閉　　会 
12月15日（金）
請願提出締切日（予定）
●11月27日（月）
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の
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会
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特 別 委 員 会

全 員協 議 会

議 員 研 修
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〇文大を希望する地元の学生
もかなりいるが、郡内もしく
は県内の学生枠の状況は。
〇国際バカロレア教員資格を
持った学生を受け入れてくれ
る学校はどんなところか。
〇IB(国際バカロレア)の資格は
国家資格、公的資格、民間資格のどの区分になるのか。
〇大学の新しいキャンパスの具体的な方向性は。

（議員別賛否を含む）

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

　月 定例会議決結果9

各会議等における議員の欠席日数状況報告 （Ｈ29.7月～9月）
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 議第45号　平成29年度都留市一般会計補
正予算(第2号)  

議第48号　平成29年度都留市病院事業会
計補正予算(第1号)  

認第1号  平成28年度都留市各会計歳入歳
出決算認定の件   

認第2号  平成28年度都留市水道事業会計
決算認定の件   

請願第1号　30人以下学級実現、義務教育
費国庫負担制度拡充を図るための請願 

認第3号  平成28年度都留市病院事業会計
決算認定の件  

議員提出意見書案第1号　30人以下学級
実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図る
ための意見書 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

認定 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

議第46号　平成29年度都留市国民健康保
険事業特別会計補正予算(第1号)  

議第47号　平成29年度都留市介護保険事
業特別会計補正予算(第1号) 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

認定 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

認定 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　採択

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　　

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書
　2017年度の政府予算が3月末に成立しました。学級編制標準の引き下げについては、2011年の義務標準法改正に
より小学校1年生の学級編制標準の改正がはかられたものの、今年度も小学校2年生については加配措置のまま留まっ
ています。義務標準法改正条文の附則には、小学校の2年生から中学校3年生までの学級編制標準を順次改定する検
討と法制上を含めた措置を講ずることと、措置を講じる際の必要な安定した財源の確保も明記されています。今後、
35人以下学級の着実な実行が必要です。
　日本は、OECD諸国に比べて、1学級当たりの児童生徒数や教員1人当たりの児童生徒数が多い状況があります。一
人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うためには、ひとクラスの学級規模を引き下げる必要があります。文部科学省が実
施した「今後の学級編制及び教職員定数に関する国民からの意見募集」では、約6割が「小中高校の望ましい学級規
模」として、26人～30人を挙げています。このように、保護者も30人以下学級を望んでいることは明らかであります。
また、新しい学習指導要領等により、授業時数や指導内容が増加しているとともに、暴力行為や不登校、いじめ等、生
徒指導面の課題が深刻化し、障害のある児童生徒や日本語指導等、特別な支援を必要とする子どもも顕著に増えてい
ます。このような中で、地方が独自に実施する少人数学級は高く評価されています。
　義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下「三位一体改革」の中で国庫負担率が2分の1から3分の1に引き
下げられました。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われていますが、
地方自治体の財政を圧迫しています。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んで
いても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。
　よって、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政
を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要請します。　

記

　　1．少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、OECD諸国並みのゆたかな教育環境を整備するため30人
　　　以下学級とすること。
　　1．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国負担割合を2分
　　　の1に復元すること。
　　1．教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成29年9月22日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　小俣　　武
　　
　　提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣

議員提出意見書案第1号

　8月21日（月）に、都留文科
大学と都留市議会との連携の
一環として、意見交換会が行わ
れました。「教養学部の設置と
国際教育学科の現状につい
て」講演を受けた後の意見交
換会では、次のような多数の質
疑があり、大学教授と市議会
議員の間で活発な議論が交わ
されました。

都留文科大学・市議会意見交換会議事概要都留文科大学・市議会意見交換会議事概要平成２9年度

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶1̶
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次期定例会及び
請願提出について
12月定例会日程（予定）
●開　　会 
11月30日（木）
●一般質問 
12月11日（月）、12日（火）
●閉　　会 
12月15日（金）
請願提出締切日（予定）
●11月27日（月）

◆
８
月
31
日

　

　本
会
議

　（開
会
）

　
　◎
会
議
録
署
名
議
員
の

　
　
　指
名

　
　◎
会
期
の
決
定

　
　◎
提
出
議
案
の
市
長

　
　
　説
明
並
び
に
所
信

　
　
　表
明

　
　◎
議
案
及
び
請
願
の

　
　
　委
員
会
付
託

◆
9
月
11
日

　

　本
会
議

　
　◎
一
般
質
問

◆
9
月
13
日

　
　総
務
産
業
建
設
常
任

　
　委
員
会

　
　社
会
厚
生
常
任
委
員
会

◆
9
月
14
日

　

　
　決
算
特
別
委
員
会

◆
9
月
15
日

　
　

　
　決
算
特
別
委
員
会

◆
9
月
19
日

　

　
　決
算
特
別
委
員
会

◆
9
月
22
日

　

　本
会
議

　（閉
会
） 

　
　◎
委
員
長
報
告

　
　◎
議
案
審
議

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

9
月
定
例
会

会
期
日
程

本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員協 議 会

議 員 研 修
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　平
成
29
年
7
月
27
日
（
木
）

　●
秋
田
県
鹿
角
市

　『「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び

　「ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　総
合
戦
略
」事
業
』

　
毎
年
人
口
が
減
少
し
、
若
者
の
他

市
へ
の
進
学
後
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者

が
少
な
い
な
ど
、
都
留
市
と
似
た
悩

み
を
抱
え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
べ
く

政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
雇
用
創

出
、
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
、
地
元
企
業

の
高
度
化
支
援
、
観

光
の
確
立
等
、
大
学

と
行
政
に
よ
る
連
携

の
推
進
、
地
域
の
魅

力
を
活
用
し
た
も
の

な
ど
様
々
。

　
都
留
市
に
お
い
て

も
、
都
留
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
都
留
市
総

合
戦
略
を
打
ち
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
が
抱
え
る

共
通
で
あ
ろ
う
重
要
課
題
に
つ
い

て
、
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
魅
力

あ
る
都
留
市
を
作
る
た
め
の
議
員
と

し
て
の
知
識
を
よ
り
一
層
深
め
、
行

政
へ
の
意
見
・
提
言
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　平
成
29
年
7
月
27
日
（
木
）

　●
秋
田
県
小
坂
町

　『新
総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想
』

　
　
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
相
次
い

で
学
校
が
閉
校
。
規
模
に
あ
っ
た
コ

ン
パ
ク
ト
で
質
の
高
い
学
校
を
つ
く

る
、
学
校
教
育
施
設
、
社
会
教
育
施

設
等
の
集
約
、
小
中
一
貫
教
育
、
小

中
と
高
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
を

掲
げ
、
新
総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想
が

策
定
さ
れ
る
。

　
学
校
関
連
施
設
一
カ
所
集
中
に
よ

る
諸
問
題
は
様
々
あ
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
町
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
を

活
用
し
、
そ
の
通
学
費
用
に
つ
い
て

は
助
成
を
お
こ
な
う
等
家
庭
へ
の
負

担
軽
減
を
町
が
行
う
な
ど
工
夫
し
て

乗
り
越
え
た
。

　
今
後
、
全
国
的
に
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
児
童
数
が

減
少
し
て
い
く
。
都
留
市
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
い
。
議
員
と
し
て
求

め
ら
れ
る
幅
広
い
知
識
・
学
校
現
場

か
ら
の
声
等
に
耳
を
澄
ま
せ
、
教
育

都
市
つ
る
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　平
成
29
年
7
月
28
日
（
金
）

　●
秋
田
県
大
館
市

　『子
ど
も
子
育
て

　支
援
事
業
計
画
』

　
子
育
て
支
援
に
様
々
な
団
体
、
企

業
が
協
力
し
、
男
性
の
育
児
休
暇
な

ど
も
積
極
的
に
推
奨
し
て
お
り
、
夫

婦
と
も
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
計
画
を

策
定
す
る
際
に
は
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
地
域
住

民
の
生
の
声
を
政
策
に
反
映
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　
大
館
市
の
課
題
、
都
留
市
の
課
題

に
つ
い
て
は
相
違
が
あ
る
が
、
地
域

の
実
情
や
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を

十
分
に
考
慮
し
た
政
策
執
行
が
大

切
。
転
入
希
望
者
が
増
え
る
、
都
留

市
に
住
み
つ
づ
け
た
い
と
思
う
人
が

増
え
る
、
そ
の
た
め
に
は
都
留
市
独

自
の
魅
力
を
見
つ
け
だ
し
、
作
り
出

す
こ
と
が
必
要
。
今
回
の
研
修
は
、

そ
の
足
掛
か
り
と
な
り
、
都
留
市
を

見
つ
め
直
す
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　●
鳥
取
県
倉
吉
市

　『空
き
家
の
活
用
を
含
め
た

　移
住
定
住
・
地
域
づ
く
り
』

　
倉
吉
市
に
お
い
て
も
本
市
同
様
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
定
め
て
お
り
、
人
口
の
社

会
減
を
阻
止
す
る
た
め
、
①
Ｉ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
者
（
特
に
子
育
て
世
代
）
を

呼
び
込
む
、
②
女
性
の
合
計
特
殊
出

生
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
の
2
点
を

あ
げ
て
い
る
。

　
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
も
こ
の
移

住
・
定
住
施
策
を

核
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
空
き

家
活
用
の
た
め
に

賃
貸
物
件
家
財
処

分
助
成
金
や
若
年

層
転
入
者
へ
の
新

築
、
中
古
住
宅
取

得
後
の
固
定
資
産

税
減
免
制
度
、
転

入
者
へ
の
新
築
、

中
古
住
宅
取
得
、

中
古
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
等
、
多

種
多
様
な
転
入
者
向
け
の
住
宅
支
援

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
更
に
地
元
金

融
機
関
も
住
宅
購
入
ロ
ー
ン
を
作
る

な
ど
、
行
政
と
地
域
が
協
力
し
、
移

住
者
確
保
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

　
本
市
で
も
全
体
目
標
と
し
て
の
移

住
定
住
施
策
と
の
連
携
を
随
時
模
索

し
、
移
住
定
住
に
結
び
付
け
る
事
業

展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　●
島
根
県
松
江
市

　『
空
家
等
対
策
計
画
に
お

　け
る
危
険
度
点
数
化
・
強

　制
撤
去
等
』

　
こ
の
地
域
で
の
空
き
家
の
特
徴
と

し
て
は
「
街
中
」、「
山
中
」、「
海
沿

い
」、「
湖
周
辺
」
な
ど
立
地
条
件
が

多
彩
で
あ
り
、
か
つ
、
県
の
中
心
都

市
と
し
て
資
産
価
値
の
大
き
い
物
や

山
間
地
で
資
産
価
値
の
低
い
物
な
ど

か
な
り
幅
が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
多
様
さ
を
生
か
し
て
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
登
録
を
行
い
、
移
住
・

定
住
希
望
者
に
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

空
き
家
を
紹
介
す
る
こ
と
を
一
つ
の

柱
と
し
て
い
る
。
一
方
で
は
特
定
空

家
等
の
管
理
不
全
住
宅
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
庁
内
の
空
き
家
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
共
有
に
よ
り
、
所
有
者
に

対
す
る
資
産
活
用
の
助
言
・
指
導
を

行
い
、
問
題
物
件
と
な
ら
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
松
江
市
に
お
い
て
は
、
空
家
等
の

増
加
に
よ
り
住
居
の
周
辺
環
境
が
悪

化
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
、「
危

険
空
き
家
の
予
防
事
業
」
に
視
点
を

置
い
て
お
り
、
ま
た
、
地
域
資
源
の

一
つ
と
し
て
、
空
き
家
の
早
期
発
見
、

早
期
活
用
の
住
居
環
境
の
改
善
サ
イ

ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
の
空
き
家
対
策
と

言
え
ば
、
管
理
不
全
な
特
定
空
家
の

対
応
が
中
心
と
な
り
、
代
執
行
の
可

否
、
手
順
等
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
今
回
の
視
察
に
よ

り
広
い
意
味
で
、
空
家
対
策
は
居
住

地
域
・
環
境
の
保
全
が
目
的
と
考
え
、

資
産
価
値
の
有
無
に
よ
る
空
き
家
対

策
の
優
先
順
位
付
け
も
検
討
対
象
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
２
市
に
お
い
て
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
有
効
活
用
が

共
通
の
施
策
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

活
用
が
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
の
架

け
橋
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
管
理
不
全
と
な
る
空
き
家
を
早

期
か
ら
調
査
し
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
繋
げ
、
活
用
す
る
際
に
修
繕
が
必

要
な
空
き
家
に
は
支
援
方
法
を
周
知

す
る
な
ど
、
全
庁
的
な
役
割
分
担
を

体
系
化
し
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
見

え
る
よ
う
に
構
築
し
た
う
え
で
、
市

民
に
も
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　平
成
29
年
8
月
24
日（
木
）

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

都留市議
会
視察研修

レポート

鹿角市議会にて

小坂町立小学校・中学校

倉吉市の古民家大鳥屋にて

松江市議会にて 大館市議会にて

　平
成
29
年
8
月
23
日（
水
）

今年度は2班に分かれて   研修を行いました。それぞれの概要は次のとおりです。

～ 議 員 視 察 研 修 ～～ 議 員 視 察 研 修 ～
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　平
成
29
年
7
月
27
日
（
木
）

　●
秋
田
県
鹿
角
市

　『「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び

　「ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　総
合
戦
略
」事
業
』

　
毎
年
人
口
が
減
少
し
、
若
者
の
他

市
へ
の
進
学
後
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者

が
少
な
い
な
ど
、
都
留
市
と
似
た
悩

み
を
抱
え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
べ
く

政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
雇
用
創

出
、
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
、
地
元
企
業

の
高
度
化
支
援
、
観

光
の
確
立
等
、
大
学

と
行
政
に
よ
る
連
携

の
推
進
、
地
域
の
魅

力
を
活
用
し
た
も
の

な
ど
様
々
。

　
都
留
市
に
お
い
て

も
、
都
留
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
都
留
市
総

合
戦
略
を
打
ち
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
が
抱
え
る

共
通
で
あ
ろ
う
重
要
課
題
に
つ
い

て
、
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
魅
力

あ
る
都
留
市
を
作
る
た
め
の
議
員
と

し
て
の
知
識
を
よ
り
一
層
深
め
、
行

政
へ
の
意
見
・
提
言
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　平
成
29
年
7
月
27
日
（
木
）

　●
秋
田
県
小
坂
町

　『新
総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想
』

　
　
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
相
次
い

で
学
校
が
閉
校
。
規
模
に
あ
っ
た
コ

ン
パ
ク
ト
で
質
の
高
い
学
校
を
つ
く

る
、
学
校
教
育
施
設
、
社
会
教
育
施

設
等
の
集
約
、
小
中
一
貫
教
育
、
小

中
と
高
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
を

掲
げ
、
新
総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想
が

策
定
さ
れ
る
。

　
学
校
関
連
施
設
一
カ
所
集
中
に
よ

る
諸
問
題
は
様
々
あ
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
町
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
を

活
用
し
、
そ
の
通
学
費
用
に
つ
い
て

は
助
成
を
お
こ
な
う
等
家
庭
へ
の
負

担
軽
減
を
町
が
行
う
な
ど
工
夫
し
て

乗
り
越
え
た
。

　
今
後
、
全
国
的
に
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
児
童
数
が

減
少
し
て
い
く
。
都
留
市
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
い
。
議
員
と
し
て
求

め
ら
れ
る
幅
広
い
知
識
・
学
校
現
場

か
ら
の
声
等
に
耳
を
澄
ま
せ
、
教
育

都
市
つ
る
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　平
成
29
年
7
月
28
日
（
金
）

　●
秋
田
県
大
館
市

　『子
ど
も
子
育
て

　支
援
事
業
計
画
』

　
子
育
て
支
援
に
様
々
な
団
体
、
企

業
が
協
力
し
、
男
性
の
育
児
休
暇
な

ど
も
積
極
的
に
推
奨
し
て
お
り
、
夫

婦
と
も
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
計
画
を

策
定
す
る
際
に
は
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
地
域
住

民
の
生
の
声
を
政
策
に
反
映
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　
大
館
市
の
課
題
、
都
留
市
の
課
題

に
つ
い
て
は
相
違
が
あ
る
が
、
地
域

の
実
情
や
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を

十
分
に
考
慮
し
た
政
策
執
行
が
大

切
。
転
入
希
望
者
が
増
え
る
、
都
留

市
に
住
み
つ
づ
け
た
い
と
思
う
人
が

増
え
る
、
そ
の
た
め
に
は
都
留
市
独

自
の
魅
力
を
見
つ
け
だ
し
、
作
り
出

す
こ
と
が
必
要
。
今
回
の
研
修
は
、

そ
の
足
掛
か
り
と
な
り
、
都
留
市
を

見
つ
め
直
す
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　●
鳥
取
県
倉
吉
市

　『空
き
家
の
活
用
を
含
め
た

　移
住
定
住
・
地
域
づ
く
り
』

　
倉
吉
市
に
お
い
て
も
本
市
同
様
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
定
め
て
お
り
、
人
口
の
社

会
減
を
阻
止
す
る
た
め
、
①
Ｉ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
者
（
特
に
子
育
て
世
代
）
を

呼
び
込
む
、
②
女
性
の
合
計
特
殊
出

生
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
の
2
点
を

あ
げ
て
い
る
。

　
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
も
こ
の
移

住
・
定
住
施
策
を

核
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
空
き

家
活
用
の
た
め
に

賃
貸
物
件
家
財
処

分
助
成
金
や
若
年

層
転
入
者
へ
の
新

築
、
中
古
住
宅
取

得
後
の
固
定
資
産

税
減
免
制
度
、
転

入
者
へ
の
新
築
、

中
古
住
宅
取
得
、

中
古
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
等
、
多

種
多
様
な
転
入
者
向
け
の
住
宅
支
援

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
更
に
地
元
金

融
機
関
も
住
宅
購
入
ロ
ー
ン
を
作
る

な
ど
、
行
政
と
地
域
が
協
力
し
、
移

住
者
確
保
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

　
本
市
で
も
全
体
目
標
と
し
て
の
移

住
定
住
施
策
と
の
連
携
を
随
時
模
索

し
、
移
住
定
住
に
結
び
付
け
る
事
業

展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　●
島
根
県
松
江
市

　『
空
家
等
対
策
計
画
に
お

　け
る
危
険
度
点
数
化
・
強

　制
撤
去
等
』

　
こ
の
地
域
で
の
空
き
家
の
特
徴
と

し
て
は
「
街
中
」、「
山
中
」、「
海
沿

い
」、「
湖
周
辺
」
な
ど
立
地
条
件
が

多
彩
で
あ
り
、
か
つ
、
県
の
中
心
都

市
と
し
て
資
産
価
値
の
大
き
い
物
や

山
間
地
で
資
産
価
値
の
低
い
物
な
ど

か
な
り
幅
が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
多
様
さ
を
生
か
し
て
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
登
録
を
行
い
、
移
住
・

定
住
希
望
者
に
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

空
き
家
を
紹
介
す
る
こ
と
を
一
つ
の

柱
と
し
て
い
る
。
一
方
で
は
特
定
空

家
等
の
管
理
不
全
住
宅
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
庁
内
の
空
き
家
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
共
有
に
よ
り
、
所
有
者
に

対
す
る
資
産
活
用
の
助
言
・
指
導
を

行
い
、
問
題
物
件
と
な
ら
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
松
江
市
に
お
い
て
は
、
空
家
等
の

増
加
に
よ
り
住
居
の
周
辺
環
境
が
悪

化
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
、「
危

険
空
き
家
の
予
防
事
業
」
に
視
点
を

置
い
て
お
り
、
ま
た
、
地
域
資
源
の

一
つ
と
し
て
、
空
き
家
の
早
期
発
見
、

早
期
活
用
の
住
居
環
境
の
改
善
サ
イ

ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
の
空
き
家
対
策
と

言
え
ば
、
管
理
不
全
な
特
定
空
家
の

対
応
が
中
心
と
な
り
、
代
執
行
の
可

否
、
手
順
等
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
今
回
の
視
察
に
よ

り
広
い
意
味
で
、
空
家
対
策
は
居
住

地
域
・
環
境
の
保
全
が
目
的
と
考
え
、

資
産
価
値
の
有
無
に
よ
る
空
き
家
対

策
の
優
先
順
位
付
け
も
検
討
対
象
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
２
市
に
お
い
て
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
有
効
活
用
が

共
通
の
施
策
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

活
用
が
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
の
架

け
橋
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
管
理
不
全
と
な
る
空
き
家
を
早

期
か
ら
調
査
し
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
繋
げ
、
活
用
す
る
際
に
修
繕
が
必

要
な
空
き
家
に
は
支
援
方
法
を
周
知

す
る
な
ど
、
全
庁
的
な
役
割
分
担
を

体
系
化
し
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
見

え
る
よ
う
に
構
築
し
た
う
え
で
、
市

民
に
も
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　平
成
29
年
8
月
24
日（
木
）

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

都留市議
会
視察研修

レポート

鹿角市議会にて

小坂町立小学校・中学校

倉吉市の古民家大鳥屋にて

松江市議会にて 大館市議会にて

　平
成
29
年
8
月
23
日（
水
）

今年度は2班に分かれて   研修を行いました。それぞれの概要は次のとおりです。

～ 議 員 視 察 研 修 ～～ 議 員 視 察 研 修 ～



秋号

　
紅
葉
。
ひ
と
時
雨
ご
と
に
山
の

色
づ
き
が
お
り
て
く
る
。
そ
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
に
眺
め

て
い
る
う
ち
に
、
山
は
染
ま
り
、

そ
の
色
を
深
め
木
枯
ら
し
の
季
節

が
や
っ
て
く
る
。い
つ
の
時
代
も
、

あ
た
り
ま
え
に
移
り
変
わ
る
四
季

を
感
じ
な
が
ら
、
私
た
ち
は
歳
を

重
ね
る
。

　
都
留
市
に
一
冬
滞
在
し
た
と
い

う
、
俳
聖
　
松
尾
芭
蕉
も
こ
の
四

季
を
感
じ
た
。
江
戸
と
比
べ
冬
の

厳
し
い
谷
村
の
自
然
や
霊
峰
富
士

を
間
近
に
見
る
感
動
、
や
わ
ら
か

い
春
へ
と
向
か
う
力
強
い
喜
び
。

　
都
留
市
が
目
指
す
将
来
像
は

「
ひ
と
集
い
　
学
び
あ
ふ
れ
る
　

生
涯
き
ら
め
き
の
ま
ち
　
つ
る
」。

世
代
を
超
え
て
寄
り
添
い
な
が

ら
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
。そ
の
実
現
に
向
け
、様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
か

つ
て
芭
蕉
が
目
に
し
た
で
あ
ろ

う
、
こ
の
地
の
豊
か
な
自
然
を
愛

で
な
が
ら
、
我
々
議
員
一
同
も
き

ら
め
く
都
留
市
を
目
指
し
進
ん
で

い
く
。

編
集
委
員
　
天
野
　
利
夫
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議 会 日 誌

  1日（土）
  3日（月）
  7日（金）
11日（火）
18日（火）

19日（水）
20日（木）

21日（金）

23日（日）

26日（水）
30日（日）

  2日（水）
  3日（木）
  4日（金）

  6日（日）

第49回都留市体育祭り
議会だより編集委員会（第１回）
都留市職員組合第64回定期大会
群馬県玉村町議会行政視察研修
平成29年度山梨県高速道路整備促進期
成同盟会通常総会
議会だより編集委員会（第2回）
大月都留広域事務組合議会7月定例会
議会報告会（上谷地区・中谷地区）
沖縄県名護市議会行政視察研修
山梨県東部広域連合議会７月定例会
第17回県民文化祭フェスティバル事業第
31回郡内俳句大会
政友クラブ行政視察研修（～28日）
図書館・公民館　戦後72年行事
議会報告会（宝地区）

議会報告会（東桂地区）
議会報告会（禾生地区）
議会報告会(三吉地区・開地地区）
議会報告会（盛里地区）
第85回都留市町別野球大会

  6日（日）
10日（木）

21日（月）

22日（火）
23日（水）
27日（日）
29日（火）
31日（木）

  1日（金）
  5日（火）
11日（月）
13日（水）

14日（木）
15日（金）
19日（火）
22日（金）

26日（火）

山梨県市議会議長会議員合同研修会（前期）
議会報告会（下谷地区）
公立大学法人都留文科大学と都留市議
会との意見交換会
都留市民生委員推薦会
行政視察研修（～25日）
第85回都留市町別野球大会閉会式
◎議会運営委員会/◎全員協議会
◎９月定例会 開会
第35回ふるさと時代祭り宵祭り

第35回ふるさと時代祭り
都留興譲館高等学校竣工式
◎一般質問
◎総務産業建設常任委員会/
◎社会厚生常任委員会
◎決算特別委員会
◎決算特別委員会
◎決算特別委員会
◎議会運営委員会/◎全員協議会
◎９月定例会 閉会
議会改革特別委員会
公立大学法人都留文科大学5号館竣工式

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
天
野
　
利
夫

副
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
昌

委
　
員
　
小
俣
　
武

委
　
員
　
国
田
　
正
己

委
　
員
　
奥
秋
　
保

この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

　8月10日(木)、アピオ甲府において山梨県市議会議長会合同
研修会が開催さ
れました。
　当日は、北海道
大学教授の宮脇
淳氏により『議会
の政策思考力に
ついて』研修を受
けました。

山梨県市議会議長会合同研修会

議会だより編集委員会
山梨県市議会議長会合同研修会（前期）

鹿角市での行政視察研修 倉吉市での行政視察研修

宝地区議会報告会第２回リニアと翔る都留ロードレース大会




